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基研 小 貫 明
§1 序 論
臨界点近 くでは,熱力学的な異常性 ･輸送係数の異常性等のため様々な非線型な現象が考え
られる｡ここでは一例 として衝撃波 (もしくはkink的な波動 )を考えてみよう｡ 具体例とし


























¢=¢(3 - ut)eiWot,A-A(3 - ut).
境界条件は次の通りである｡






R｡is-Id-lb2(ま A)2+(Roil)I(A-旦 +酬 )ol2]d∬2
1号u(符1- 符2)(Kl-K2)2
Rdis>0であるから,u>0なら必ず



































ここで係数 a,A,･-はT-Tcで大きくなる.Gas-liquid転移点近くでは, S- sc (臨界エント
ロピー )ならa～(T-Tc)11である｡
さて(13)のkink解は次の式をとけばよい｡
uf意 F-(右 u2,F+C.2(aF2+bF3)+const･ (15)
次に簡単のため速さがcoに近いwavepacketを考えてみよう｡tr-cotを新たにxとおいて,
-2C｡蓋 F～-C3V2(aF2H F3+-,-(亡C｡)V2孟 ･F (16)
ここで∂2/∂i2Fは無視 した.特に1次元的状況では,V2-∂2/∂x2とおき,xで積分すると,
-2coA F≡co22 (aF2･bF3･.-ド ({co,蓋 F･ (i7)
上式で b -0とおくと,Burgers方程式がえられる｡しかしpo～-pcの時はむしろ, a-0と
おくのが正しい.すると,次のようなくtmodifiedBurgers方程式日がえられる｡
i F･(3bco/2)F2且 F三号惑 F･∂i ∂.T (18)
面白いことに(18)式でのkinkには完全なものでなく,く半Kink"といったものがある｡第2
図参照｡


























意 ¢乙 -伽i-Kg,sin(¢乙巧 )
ここで右辺第-項は振動子の固有の振動数であり第二項は位相をそろえようとする相互作用を
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